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産総研の国際標準化戦略

産総研の総合力を発揮することが必須な

四本柱研究課題と標準化推進事例

・高効率バイオ変換
技術（エタノール）、
熱化学変換技術（合
成油）、及びバイオ
マス利用評価技術
の開発と標準化

・太陽電池モジュール
の評価技術やシステ
ム運用技術の開発と
標準化

・安定で高性能な新材料
や、それらを用いた多接
合デバイスの開発、評価
技術の標準化

太陽光発電の高信頼
化及び高耐久化

太陽光発電の高効率化

パワーエレクトロニクスの革新
（新材料の実用化へ）

・SiC等の新規半導体材料を用いた高性
能パワー素子モジュール及びそれらを用
いた電力変換技術の開発と標準化

太陽光・バイオマス・
環境負荷低減システム

等の導入拡大

・カーボンフットプリント（ＣＦＰ）制度に
よる購買行動分析と炭素削減効果の
定量化にかかわる標準化

バイオマスからの液体燃
料製造・利用技術の開発

グリーン・イノベーションの推進
（低炭素社会の実現）

創エネ省エネ技術、資源枯渇対策、リサイクル技術など

グリーン・イノベーションの推進
（低炭素社会の実現）

創エネ省エネ技術、資源枯渇対策、リサイクル技術など

ライフ・イノベーションの推進
（少子高齢化社会対応、安全安心社会の実現）

健康、再生医療、創薬・医療支援技術、生活安全など

ライフ・イノベーションの推進
（少子高齢化社会対応、安全安心社会の実現）

健康、再生医療、創薬・医療支援技術、生活安全など

先端技術開発の推進
（産業競争力強化）

通信デバイス・システム、革新材料、サービス産業支援など

先端技術開発の推進
（産業競争力強化）

通信デバイス・システム、革新材料、サービス産業支援など

知的基盤の整備
（持続可能社会の基盤）

知的基盤、計量標準、地質調査など

知的基盤の整備
（持続可能社会の基盤）

知的基盤、計量標準、地質調査など

事例紹介

社会・産業システムの分析

CFP認定マーク
(経済産業省)

野間口 有
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研究開発と国際標準化・適合性評価を一体的に推進する

標準化戦略会議

議長：理事長、所内各分野専門家代表

国際標準推進部（新設）

（基準）
基準を作る

（認証）
評価し認める

（計量）
正しく計る

標準化

適合性評価 計量標準世界とつながる

試験方法
評価方法

互換性・接続性

品質・
安全性 校正方法

単位、 トレーサビリティ

マネジメント
システム

信頼性、耐久性、効率などの性能評価技術等を標準化し、
同時に標準に適合しているか評価する認証システムを
地域セクターの公設研や認証機関等への技術移転等を
含めて構築する

産総研の国際標準化戦略
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産総研における国際標準化貢献の増大

国際標準化活動
エキスパート

分野別専門家等人数

ISO/IECや国際標準

化フォーラム等の議
長・幹事役職者数

産業界、大学経験者

戦略・方針の決定


